
令和３年度          学校教育目標「よりよい自分を求め、自立できる 生徒の育成」 

３学期を迎えて 
 いよいよ３学期がスタートしました。３学期は、１年間の締めくくり、そして次年度に向けての

準備という重要な意味を持っています。学校への登校日数を数えてみると、１，２年生は５１日、

３年生は、わずか４５日しかありません。「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と言われま

すが、あっという間に過ぎてしまいそうです。一日一日を大切に過ごしたいものです。 

３年生は、いよいよ中学校の卒業、そして９年間の義務教育の修了を迎えます。そして、それぞ

れの進路に向かって歩みを進めていきます。高月中学校の卒業生として、立派に卒業していってほ

しいと思います。２年生は、いよいよリーダー学年です。次年度の高月中学校がより良い学校にな

るよう、２年生のこれからの活躍を期待したいと思います。１年生は、いよいよ４月から中堅学年

になります。後輩たちが入学し、先輩として責任ある立場となります。これまでの経験を生かし、

後輩たちが戸惑わないようしっかりと導いてあげてほしいと思います。いずれにしても、意義ある

この３学期、一日一日を大切にして頑張ってほしいと思います。 

始業式はリモートで！ 
 年末年始の人の動きに誘発された形で、正月明けから新型コロナウイルス感染者数が増加の一途

をたどっています。こうした状況から、始業式は急遽放送室からのリモート形式で実施しました。 

まず、各学年の代表者による新年の抱負の発表がありました。１年生は、先輩になる意気込み

を、２年生は最上級生として学校を引っ張っていく意気込みを、３年生は、希望進路の実現に対す

る意気込みをそれぞれの言葉で力強く発表してくれました。 

その後、私の方から「新年を迎えて伝えたいこと」について、パワーポイントを使ってお話しし

ました。「１年の計は元旦にあり」の言葉を引用し、年の初めは誰しも「こんな１年にしたい」と

いう気持ちをもっているので、その実現に向けて具体的に何をどのように取り組むかを心に決めて

がんばってほしいと伝えました。キーワードは、「挑戦」と「本気」です。「挑戦」については、挑

戦 challenge することで、変化 change が生まれ、チャンス chance が到来します。失敗を恐れず

に挑戦してほしいことを伝えました。「本気」では、「本気でするから、大抵のことはできる。本気

でするから、何でも面白い。本気でしているから、誰かが助けてくれる」の言葉を紹介し、目標の

実現に向け、本気で取り組んでほしいことを伝えました。また、学力向上に向け、「高月中家庭学

習スタンダード（前号で紹介済）」の取組を実践していくよう呼びかけました。全国学力学習状況

調査結果でも、家庭学習の時間と正答率には相関関係が出ており、授業の充実と併せて、家庭学

習、とりわけ「復習」に力を入れるように伝えました。 

生徒指導担当からの話では、生徒指導上の注意事項のあ

と、長野県立子ども病院で病気と闘い、わずか１１歳で亡

くなった小学校４年生の女の子が書いた「命」という詩の

紹介がありました。この女の子の名前は、宮越由貴奈さん

で、この詩を書いた４ヶ月後に亡くなりました。この詩を

読んで、私自身とても感銘を受けました。「命」を軽視す

るような事件や事故が多発する中で、この詩に込められた

彼女の思いや願いを改めて考える必要があるのではないか

と感じています。この詩を紹介します。 
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  新生徒会、始動！ 
昨年末に結成した、本校第７５代の生徒会が本格

的に動き出しました。冬休み初日にあたる１２月２４

日（金）に生徒会リーダー研修会を行いました。生徒

会長あいさつ、日程説明の後、３０分程度時間をいた

だいて、私から「新生徒会に期待すること」と題してお

話ししました。生徒会の意義と学校教育目標、生徒

会活動を進める上で大切にしてほしいことなどについ

て、パワーポイントを使って伝えました。特に、以下の

３点についてお願いしました。 

①生徒会長や副会長、書記長の公約をみんなで実

現する 

②面白い発想で、新しいことにチャレンジする 

③学校生活の基本「あ（挨拶）す（スマイル）こ（腰骨

を立てる）そ（そうじ）は（はきもの）」を重視する 

 特に、②について、「前例踏襲は後退」とよく言われ

ますが、前と同じことの繰り返しでは発展がなく面白く

ありません。やはり、いろいろアイデアを出し、工夫す

ることで活動が楽しくなります。創造力を働かせ、新

たなことにチャレンジしてほしいことを伝えました。 

１０時からは、外部講師の先生を招いて、ＰＡ活動

のワークショップを行いました。ＰＡとは、「プロジェク

ト・アドベンチャー」の略で、人間関係を築く上で大切

な「信頼する心」の育成や「未知のことに取り組むチ

ャレンジ精神」を高めることをねらって組織的に行う

体験活動の手法のことです。主に「仲間づくり」や「集

団づくり」を目的として行われます。武道場を使って、

講師の先生から様々な活動をご紹介いただきまし

た。生徒たちも楽しそうに取り組みながら、仲間意識

を高めている様子でした。昼食後は、生徒会活動の

スローガンや事業についての協議を行いました。スロ

ーガンは、３つの候補を作り、今後、全校生徒による

アンケートで決めるようです。 

生徒会活動が盛んな学校は、活気に満ちていま

す。今後の取組に大いに期待したいと思います。 

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、変更や中

止になることがあります。 

＜１月＞ 
２２日（土） 英語検定試験 

２４日（月） 学校給食週間（～２８日） 

 ２７日（木） ２年生保護者説明会 

         ⇒２月 17 日（木）に延期 

 ２９日（土） ステップアップセミナー 

 

＜２月＞ 
  ３日（木） ２年がん教育 

        県内私立高校入試（～2/4） 

  ４日（金） セレクト給食 

  ８日（火） 県立高校推薦・特色・スポ

文入試、県内私立合格発表 

 １０日（木） 学校運営協議会 

 １１日（金） 建国記念の日 

１２日（土） ステップアップセミナー 

１４日（月） 生徒会委員会 

 １５日（火）～１６日（水） 

 ３年学年末テスト 

 １６日（水） 県立高校推薦・特色・スポ

文合格発表 

        避難訓練（不審者対応） 

１７日（木） ２年保護者説明会 

１８日（金） 特別支援学級合同発表会 

ＰＴＡ字委員会 

２２日（火） 新入生中学校体験 

２３日（水） 天皇誕生日 

 

 

１月・２月の行事予定 

             「命」                 作：宮越由貴奈 

命はとても大切だ   人間が生きていくための電池みたいだ 

でも電池はいつか切れる   命はいつかはなくなる 

電池はすぐとりかえられるけど   命はそう簡単にはとりかえられない 

何年も何年も 月日がたってやっと  神様からあたえられるものだ 

命がないと人間は生きられない 

でも「命なんかいらない。」と言って   命をむだにする人もいる 

まだたくさんの命がつかえるのに   そんな人を見ると悲しくなる 

命は休むことなく働いているのに   だから 私は命が疲れたと言うまで 

せいいっぱい生きよう 


